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　クマノミ類はイソギンチャク共生性の
魚類として知られ，その色彩の美しさか
らレジャーダイバーの観察対象として 
人気が高い。世界から 2 属 28 種が知られ

（モイヤー , 2001），うちクマノミ属 6 
種が日本近海に分布する（中坊 , 2013）。
こ の う ち ク マ ノ ミ Amphiprion clarkii 

（Bennett, 1830）はインド・太平洋域に分
布し，国内では千葉県以南に生息する（益
田ら，1984）。齋藤・星野（2015）は伊豆
大島“秋の浜”地先海域における海洋生物
調査において，クマノミ幼魚の口腔内に
寄生するウオノエ科等脚類の幼体を報告
した。同様のクマノミ口腔内へのウオノ
エの寄生は鹿児島県坊津や高知県柏島

（重城私信），八丈島（加藤私信）などのダ
イビングポイントでも確認されており，
またインターネット情報でも同様の画像
が多数ヒットする。
　レンベ Lembeh はインドネシアのスラ
ウェシ島北部に位置する人気の海洋レ
ジャースポットである（図 1）。レンベ海
峡には無数のダイビングポイントがあ
り，各国から多くのダイバーが訪れる。
レンベでは，Saddleback*1（クマノミ），
Nemo（カクレクマノミAmphiprion ocel︲
laris Cuvier, 1830），Pink（ハナビラクマ
ノミ A. perideraion Bleeker, 1855），Skunk*2

（セジロクマノミ A. sandaracinos Allen, 

1972），Spincheek（Premnas biaculeatus 
(Bloch, 1790)）と呼ばれる 5 種のクマノ
ミ類が見られる。著者の一人和田は 2008
年の 8 月ごろにクマノミ口腔内へのウオ
ノエの寄生を発見し，以来レンベを訪れ
るたびに調査し，5 種すべてのクマノミ
類への寄生を確認した（図 2）。クマノミ
への寄生率は特に高く，幼魚から成魚に
至るまで，多くの魚体への寄生が観察さ
れている。Spincheek への寄生は 2015 年
6 月に初めて確認され，寄生は極少数。セ
ジロクマノミは流れの早いポイントにい
るため写真撮影ができていないが，口腔
内のウオノエは目視で確認されている。
　伊豆大島のクマノミ口腔内に寄生する
ウオノエはいずれも幼体であった。これ
に対してレンベの，少なくとも写真に撮
影されたクマノミ寄生個体（図 2A‒B）は
ヒゲブトウオノエ属 Ceratothoa の成体
に近いもののようである。レンベでは
2008 年の発見以降ウオノエの寄生は広
がり，最近ではほぼすべての魚体へ寄生
が見られるほどになっている。伊豆大島
近海では2014年に3個体がはじめて確認
されたのみである。もしかすると当該海
域も，レンベ同様今後クマノミへの寄生
が広まっていく可能性がある。なお，鹿
児島県，高知県，八丈島でみられた被寄
生魚は成魚とのことであり，これらに寄

生するウオノエ類も，レンベ同様成長し
た個体の可能性がある。
　クマノミ類寄生性のウオノエ類として
は，セイシェルからAmphiprion akallopisos 
Bleeker, 1853 体 表 寄 生 性 の Renocila 
heterozota Bowman & Mariscal, 1968が
報告されるが，口腔内寄生性の種は知ら
れていない。これらレンベのクマノミ類
5 種に寄生するウオノエの分類学的位置
については非常に興味がもたれる。しか
しクマノミ類寄生性ウオノエ類は，現在
この画像があるのみで，標本は得られて
いない。レジャーダイビングの鉄則とし
て，フィールドでは生き物の採集がご法
度だからである。それにもまして，海外
というだけでも標本の入手は困難かもし
れない。今後はしかるべき手順を踏んで，
これらウオノエ類へアプローチしていき
たいと考えている。
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図 1　インドネシア周辺海域（A）とレンベ Lembeh（B）
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注　*1Saddleback anemonefish は本来ト
ウアカクマノミ Amphiprion polymnus 
(Linnaeus, 1758)，*2Skunk anemonefish
は A. akallopisos を指す英名だが（モイ
ヤー , 2001），本報告では現地の呼び名を
採用した。
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図 2　レンベでみられるクマノミ類 4 種と口腔内寄生性ウオノエ類．A–B, クマノミ Amphiprion clarkii（レンベでの呼び名：Saddleback）; C, ハ
ナビラクマノミ A. perideraion（Pink）; D, カクレクマノミ A. ocellaris（Nemo）; E, スパインチーク Premnas biaculeatus（Spincheek）.


